
「越前市下水道事業経営戦略（案）」に関するパブリック・コメント結果 
案件名 越前市下水道事業経営戦略（案）について 
実施期間 平成２８年１２月１５日（木）から平成２９年１月１３日（金）まで 
趣旨 平成２３年３月に策定した「越前市下水道整備基本構想」をもとに、平成３５年度汚水処

理人口普及率１００％を整備目標とし、未普及地域の早期解消に向け整備を進めています。

しかし、下水道事業を取り巻く現状は厳しく、今後、下水道事業を安定的に継続していくた

めには、経営基盤の強化に向けた取組みが必要です。 

そのため、下水道事業がおかれている現状や課題等を踏まえた上で長期的視点に立ち、安

全安心な下水道事業に向けた「下水道事業経営戦略」を策定します。 
意見提出者数 
（件数） 

４人（４件） 
 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 未記入 合計 
男性     1  1 
女性    1 1  2 

未記入      1 1 
合計    1 2 1 4 

 

意見の内容 以下のとおり 
意見に対する回答 以下のとおり 

 

No 
年齢 
性別 

該当する箇所 ご意見の要旨（原文） 越前市の回答 

１ 60 代 
男性 

９頁 
第２章 下水道事業の

現状と課題 
３ 下水道事業の現状 
(３)水洗化の状況 

（１）下水道が来たとき、使用後の水と

環境のことを考え、我が家はすぐに工事

をしましたが、ご近所では未だ接続され

ず、汚水の臭いがして迷惑しています。

市内には、同じようなところが他にもあ

ると思いますので、積極的な水洗化の促

進をお願いします。 
整備されても使われなかったら意味が

ないものです。接続率１００％を目指し

てください。 
 

（１）水洗化の促進について

は、将来にわたって持続可能な

下水道（経営基盤の強化）を基

本目標に掲げ、２９頁（１）早

期水洗化の促進を取組み項目

とし、下水道接続が地域の環境

改善につながることの説明や、

地域ぐるみでの接続に対する

助成等の周知により、地域と連

携しながら、下水道接続を働き

かけてまいります。 
 

２ 未記入 
未記入 

９頁 
第２章 下水道事業の

現状と課題 
３ 下水道事業の現状 
(３)水洗化の状況 

（１）わたしは、下水道が工事された地

域は必ずつなぐ必要があると聞き、高い

お金をかけて工事しました。 
つなぐ人もいれば、まったくつながない

人もいるというのは、不公平ではないで

すか。 
つないでいない家があるだけでドブ掃

除がたいへんになるし、虫もわく。つな

いでいる家が被害を受けるのには納得

１と同じ 



できない。 
 

３ ５０代 
女性 

２２頁 
第２章 下水道事業の

現状と課題 
３ 下水道事業の現状 
(７)老朽化の状況 

（１）熊本の地震のときに、下水道施設

にも被害があり、トイレ等が使用できな

いとの報道がありました。越前市でも旧

武生市部は管の老朽化も進んでいるの

ではと思い、早期の耐震化をお願いしま

す。 
 
 
 
（２）博多の陥没のような事もない様お

願いします。 
 

（１）下水道施設の耐震化につ

いては、安全安心な下水道（危

機管理体制の強化）を基本目標

に掲げ、３４頁（３）下水道施

設（処理場）の耐震化を取組み

項目とし、下水道事業業務継続

計画（BCP 計画）に基づき耐震

化を進めてまいります。 
 
（２）下水道施設（管路）の老

朽化による道路陥没について

は、衛生的な生活環境を提供す

る下水道（投資の効率化）を基

本目標に掲げ、２７頁（２）適

正な維持管理を取組み項目と

し、継続的な管路施設の調査・

点検や計画的な更新を実施し

てまいります。 
 

４ ６０代 
女性 

下水道事業全般 
（使用料金の支払方

法） 

（１）去年下水道にしました。数年前か

ら上水道の料金も上がり、上下水道にす

ればかなりの金額になります。集金を２

か月に１度ではなく、毎月集金にしてほ

しいです。 

（１）本戦略では、将来にわた

って持続可能な下水道（経営基

盤の強化）を基本目標に掲げ、

３０頁（４）経営体制の適正化

を取組み項目とし、業務効率

化・人件費削減等に取り組んで

おります。 
使用料徴収業務のコスト等

を考慮し、現行の隔月払いで運

用していますので、ご理解をお

願いいたします。 
 

 


